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1 . はじめに

最近 ､ 大学附属図書館には情報機器とデ ジ タ ル化さ

れた資料が増え つ つ あり ､ い わゆる電子図書館化 へ と

発展 しつ つ ある｡ しか し､ 学生がそ の情報環鏡を十分

に活用するには ､ それらの機器の操作法と情報検索の

技術を習得する必要がある｡ こ の ような背景の もとで ､

大学教育開発研究セ ン タ
ー と附属図書館との協議に よ

り ､ 新 しい試みと して の平成 8 年度第 2 期教養科目講

義と して ｢ 情報検索とそ の 活用+ が開講 された ｡ こ の

授業に は ､ 講義と演習に多数の 図書館職員が教官の 補

助と して積極的に協力して い る点が全国の大学に先が

けて の新 しい 試み で あり特徴ともい え る｡ そ の 意味で

授業の実践を報告するもの で ある｡

2 . 授業の 目的と方法

(1) 授業 の 目的や狙い

本講義の 目的は ､ 高度情報化に対応 した情報 リテ ラ

シ ー 育成 の観点か ら､ そ の 重要な柱の ひと つ で ある情

報検索の技法を習得する こ とにある｡ 現在 の 情報技術

の革新は ､ 従来の 学術文献
･ 雑誌 の 検索方法を

一

変 し､

C D I R O M ､ O P A C ､ さ らにはイ ン タ
ー

ネ ッ ト に よる

方法など､ 電子 メ デ ィ アを利用 した多様な検索 へ と急

速に変化 して い る｡ こ う した流れの なか で 図書館も
一

般に ｢ 電子図書館+ とい われる形態に変容 しつ つ あ り､

学生に よる図書館利用やそ こ で の 学術情報の 検索方法

も大きく変化 して い る｡ 本講義は ､ こ の ような動向を

ふまえ ､ 文献 ･ 雑誌情報の入 手､ 整理 ､ 判断､ レ ポ
ー

ト作成と い う
一

連 の 学習の基本的過程を電子メ デ ィ ア
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の利用と有機的に結合させる こと で ､ 情報検索の ため

の メ デ ィ ア利用の み ならず論文作成にむけた手順を学

生自らが習得する ことを狙い と して い る ｡ 新 しい情報

環境に対応 した教養教育の新た な方向が模索されて い

るが ､ こ の講義はそ の ため の ひと つ の試みと して位置

づ けられる｡

(2) 授業 の方法

具体的な授業の 進め方として は ､ パ ソ コ ソ の基本操

作から､ 図書館資料を中心とした情報検索法やイ ン タ ー

ネ ッ トに つ い て 学習 しながら情報源の 調査､ 情報の 収

集 ､ 情報 の整理と利用に つ い て の ノ ウ - ウを習得 し､

学生自身が決めたテ
ー マ に つ い て資料を収集し､ レ ポ

ー

トをまとめ るまで を学習す るもの で ある｡ 本講義の 日

程と内容標題及び担当教官と図書館職員名を表 1 に示

した｡ 対象学生は文科系学部 2 年生以上 で ､ 定員は端

末棟器の 台数の 関係で5 0 名と した ｡ なお､ 授業風景を

写真 1 に示す ｡

また､ 受講する学生の レ ベ ル を把握するために1 0 月

写真1

17 日と2 4 日 ( 第 1 回 と 2 回 目) に吉村大学教育開発研

究セ ン タ
ー

長 の作成 した ア ン ケ
ー ト調査を行 っ た ｡ そ

の 設問と結果を表 2 に示 した｡ コ ソ ピ ュ ー タ を自分で

持 っ て い る者は47 名の 回答中17 名 で あ っ た ｡ また ､ 端

末機器毎に受講学生を固定 し出席状況を把捉 した ｡

表 1 ｢情報検索とその活用+ (後期 木曜 2 限) 講義 日程

No . 月 日 内 容 標 題 担当教官 図 書 館 職 員 教 室

1 1 0/ 1 7 情 報 化 社 会 ( 講 義 ) 小林俊 一 教養校舎D 3 08

2 1 0/ 2 4 情 報 と 図 書 館 ( 講 義 ) 栗原道夫 //

3 1 0/ 3 1 学 術 情 報 の 使 い 方 ( 講 義 ) 伊藤 守 /y

4 l l/ 7 パ ソ コ ソ の 基本機能 と操作 1 (講義 ･ 演習) 永井雅人 * 中野美智子､ 佐藤祐介､ 高島 学 //

5 l l/ 14 パ ソ コ ン の 基本機能 と操作 2 ( 演 習 ) 永井雅人 * 中野美智子 ､ 佐藤祐介､ 高島 学 〟

6 l l/ 2 1 E- m ail の 使 い 方 ( 演 習 ) 卯 田 強 * 中野美智子､ 寺尾清志､ 小山薬子 //

7 l l/ 2 8 図 書 情 報 検 索 1 ( 演 習 ) * 増子祥子 ､ 栗原道夫 ､ 山本裕子 //

8 1 2/ 5 図 書 情 報 検 索 2 ( 演 習 ) * 増子祥子 ､ 栗原道夫､ 山本裕子 図 書 館

9 1 2/ 12 総 合 演 習 1 ( 演 習 ) 伊藤 守 * 中野美智子 ､ 増子祥子､ 高島 学 //

1 0 1 2/ 19 雑 誌 情 報 検 索 ( 演 習 ) * 栗原道夫 ､ 寺尾清志 ､ 小山葉子 /y

l l 1 / 9 新 聞 記 事 検 索 ( 演 習 ) * 栗原道夫 ､ 寺尾清志 ､ 小山葉子 J y

1 2 1 / 2 3 資 料 の 整 理 ( 演 習 ) 伊藤 守 * 増子祥子 ､ 佐藤祐介､ 高島 学 D 30 8 . 図書館

1 3 1 / 3 0 イ ン タ ー ネ ッ ト を の ぞ く ( 演 習 ) 卯 田 強 * 中野美智子､ 寺尾清志､ 小山葉子 教養校舎D 3 0 8

1 4 2 / 6 絶 合 演 習 2 (演習 ･ ま とめ ･ ア ン ケ ー ト) 小林俊
一

伊藤 守

永井雅人

卯 田 強

全 員 教養校舎D 30 8

* は演習責任者
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3 . 授業内容

第 1 回 情報化社会 (講義)

授業の ガイ ダ ン ス を兼ね て ､ 小林図書館長が講師､

図書館ス タ ッ フ の 紹介を行 っ た 後 ､ O H P を使用 して

情報化社会に つ い て の 一

般的な講義を行 っ た ｡ そ の他

卯田教官より E - m a il に つ い て の 説明と ア ド レ ス を与

えるた め の 申請方法に つ い て説明が行われた｡ 更に前

述した吉村大学教育開発研究セ ン タ ー

長による ア ソ ケ
-

ト調査が行われた｡

第2 回 情報と図書館 ( 講義)

① 図書館資料の配置に つ い て

中央図書館の 中で ､ 一

般図書 ･ 参考図書 ･ 雑誌 ･

新聞 ･ 視聴覚資料などが どの ように配置されて い

るか を説明した ｡

(参 資料の 検索に つ い て

本学が所蔵する図書 ･ 雑誌等を検索する手段と

して ､ オ ソ ラ イ ン 目録 ( O P A C) ･ カ
ー ド 目録 ･

冊子休日録がある ことを説明し､ 併 せ て 日本十進

分額法 ( N D C) に つ い て も具体的な例を 挙げ て

話を した ｡

ま た ､ 雑誌 の 論文や ､ 本学が所蔵 して い ない 図

書に 関 して も､ C D - R O M や 冊子体の 目録を使 っ

て検索できる こ とを説明 した ｡

(動 因書館の利用に つ い て

利用するた め の 手続き及び守る べ き マ ナ
ー に つ

い て 話を した ｡

④ そ の 他 の サ ー ビ ス に つ い て

文献複写 ･ 他大学か らの 図書の現物借用
･

他大

学の 図書館を利用するた め の 紹介状に つ い て説明

した ｡

第3 回 学術情報の使い 方 (講義)

こ の授業で は､ 従来教養教育の なか で も十分触れら

れずに来て い るにも係わらず ､ 大学教育の なか で最も

重要な教育プ ロ セ ス の ひ と つ で ある ｢ レ ポ
ー ト作成+

｢ 論文作成+ の た め の 様 々 な手順を ｢ 情報検索+ と関

連づ け て講義する ことを 目的と した ｡ 内容は以下の通

り で ある ｡

① レ ポ ー ト､ 論文とはなにか

(彰 文献 ､ 雑誌 の表記の 仕方

③ 文献 ､ 雑誌検索の ため の ツ ー ル

④ 電子メ デ ィ ア による検索の実際

(9 本授業に関する レ ポ ー ト の概要と形式

第 4 回 パ ソ コ ン の基本機能と操作 1 ( 講義 ･ 演習)

(彰 1 94 6 年 ペ ソ シ ル ペ ニ ア 大 で製作された E N I A C

に始まる汎用 コ ソ ピ ュ ー タ開発及びイ ソ テ ル によ っ

て 開発された マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ Ⅰ4 0 04 に始ま る

パ ー

ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー

タ の 歴史を概略的に講義し

た ( 担当 : 卯 田) ｡

② コ ソ ビ ュ
ー

タ ( M a ci n t o s h p e rf o r m a 62 2 0) の

電源 の o n / o ff ､ 基本的な キ ー 操作､ マ ウ ス 操作に

よる ド ラ ッ グ､ カ ッ ト ア ン ド ペ ー ス ト､ フ ァ イ ル

の保存方法 (担当 : 佐藤) 及び 日本語入力プ ロ グ

ラ ム ｢ こ と えり+ の 入力方法 (担当 : 中野) の実

習を行 っ た ｡

そ れな りに工夫を凝ら したが ､ 既 に パ ソ コ ン を

使 い こな して い る学生にはま っ たく つ まらな く､

全然使用 した こ と の な い 学生には消化不良に な っ

て しま っ た よう で あ る｡ 学生 の レ ベ ル の違 い によ

る こう した問題は こ の ような授業の 最初にい つ で

も必ず起 こ るもの で ある｡ ど の ように対処す べ き

か は今後検討を要する ｡

第 5 回 パ ソ コ ン の基本機能と操作 2 ( 演習)

教養校舎 D 3 0 8 教室におい て ､ P o w e r M a c i n t o s h

85 0 0 を 使用させ て の演習を行 っ た ｡ 演習内容は ､ パ ソ

コ ン の 起動 ･ 停止､ フ ロ ッ ピ
ー デ ィ ス ク の取扱方法､

ア プ リ ケ -

シ ョ ソ プ ロ グ ラ ム の 操作方法等､ パ ソ コ ン

の基本操作等で ある｡

第6 回 E - m ail の 使 い 方 (演習)

第 1 回 に E- m ail の 申請用紙を配布 し､ ア カ ウ ソ ト

名と パ ス ワ ー ドを記入 して提出させ ､ 予め学生各自の

ア カウ ン トを メ ー ル サ
ー バ に設定 して おい た ｡

イ ン タ ー ネ ッ トの ごく簡単な概略 ､ 電子 メ ー ル 用 プ

ロ グ ラ ム E U D O R A の 初期設定の 仕方 ､ メ
ー ル の 送受

信の練習を行 っ た ｡ また ､ ネ ッ ト ワ
ー

ク の エ チ ケ ッ ト
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に つ い て 注意を行 っ た ｡

サ ー バ の 調子が今
一

つ で あ っ た の で ( 原因は不 明) ､

なか なか メ
ー ル の 送受信がうまく行か なか っ た ｡ こ の

回以降電子メ
ー ル が使用可能とな っ た が ､ ほとん ど学

生た ちには利用されなか っ たようで ある ｡ 次回 の講義

場所や諸連絡な ど､ 口 頭だ け で はなく ､ 電子 メ
ー ル も

全員に出 して ､ 利用 の効率を図る工夫が必要で あ っ た ｡

第7 回 国苦情報検索 1 (演習)

図書検索及び文献収集の流れを大まかに説明 し､ テ
ー

マ か ら文献を探す ツ
ー

ル として の 二次資料を紹介 した ｡

こ こ で は､ 国立 国会図書館蔵書目録を中心 にそ の構成､

使用方法､ 記載例の 説明を行 っ た ｡ そ の 後､ 国会図書

館所蔵 ･ 明治期刊行図書目錬 ､ 日本書籍総目録 ､ 日本

件名図書目録及びB o o k P a g e に つ い て 紹介 し､ そ れぞ

れ独自の 活用方法が ある ことを説明した ｡ 対象学生に

2 年生も含まれて い るた め ､ 洋書検索に つ い て は割愛

した ｡

ま た ､ C D - R O M に つ い て は ､ 上記資料が現在 C D -

R O M 化 され て い ると い う説明 に止め ､ 使用法は次回

の 演習に廻 した ｡

次に ホ - ム ペ
ー ジ の新潟大学蔵書目録を使用 して学

内の 図書検索に つ い て演習を行 っ た｡ 例題を和書 3 冊 ､

洋書 3 冊用意 して書名か ら の検索 ､ 著者名か らの 検索

及び学内所在の 見方などの 説明を行い ､ 図書館内で の

請求記号からの 図書の探 し方と して ､ 日本十進分類法

に つ い て も簡単に説明 した ｡

第 8 回 図書情報検索 2 ( 演習)

前回紹介 した 図書検索方法に つ い て 図書館内で実際

に各自が演習するこ とを目的に行 っ た ｡ 方法と して は ､

学生を 4 グ ル
ー プ に 分け ､ カ

ー ド コ ー ナ ー ･ O P A C

( 目録検索端末) コ ー ナ ー ･ 二 次資料 コ
ー ナ ー ･ C D -

R O M コ - ナ - を 1 ケ 所2 0 分程度で廻 る こと と した ｡

検索項目は各自が設定 した テ
ー

マ に沿 っ て行 っ て もら

い ､ 時間が少な い ため ､ 使 い 方を知 っ て もらうこ とを

目的と した ｡

カ ー ド検索は ､ O P A C 検索後出版年1 98 6 年以前の 図

書に つ い て行う こと ､ お よびカ
ー ド目録 の構成､ 日本

十進分業頁法に つ い て 簡単に説明後演習 した｡

二 次資料検索は ､ 構成及び使い方の説明後演習した｡

O P A C 検索は ､ ホ ー ム ペ ー ジ の もの と内容的には 同

じで あるが ､ 画面表示が異な っ て い るため再度演習を

行 っ た ｡

C D - R O M 検索は ､ 検索方法 の説明を行 っ た後 4 台

で演習を行 っ た ｡

第 9 回 総合演習 1 (演習)

第 8 回 の様子をみ て ､ 図書館だけで 演習をする の は

端末台数の 不足 で無理と思われた の で ､ D 3 08 教室と

図書館の両方を使用 した ｡

総合演習 1 に つ い て は ､ 図書情報検索を各人の 課題

に つ い て 行う こ と に な っ て い た が ､ 前 回 ､ 図書館

O P A C や カ ー ド目録､ 冊子休日録だけでは手持ち無沙

汰の学生が見受けられたため､ 急速資料 ｢ イ ン タ ー ネ ッ

トで使え るO P A C+ を作成配布､ D 3 0 8教室 で イ ソ タ -

ネ ッ ト上 の 図書情報に つ い て も検索で きるように した ｡

実際に学生をみ て い ると､ 自分は既に図書館 O P A C

は体験して い る の で 必 要ない とい う者もい た ｡ カ ー ド

目録はあま り必要性を感 じな い し､ 冊子体目録をみ る

なら端末をたた い て検索 した い ､ とい うと ころが現実

の ようで ある ｡

こ の 図書情報検索の 演習を魅力あるもの に し て いく

に はもう ひと工夫する必要が ある ｡

第10 回 雑誌情報検索 ( 演習)

① ビ デオ ( 図書館の達人 3 ､ 雑誌記事の調 べ 方)

の鑑賞｡ こ の ビ デオ で は ､ 図書と違 っ た雑誌の 特

徴や雑誌の種煩､ 雑誌記事索引の使い 方､ ま た大

学間で文献の 共同利用が行われて い る ことなど､

雑誌 に つ い て の
一

般的な利用方法が紹介されて い

る ｡ 筋 にも趣向をこ らして あり､ 大 い に学生の 興

味を引い た ようだ｡

(塾 より実際的に新潟大学におけ る雑誌記事 ･ 論文

な どの 文献収集の 流れ を説明 ｡ 特 にO P A C ( 所蔵

目録) の使 い 方と雑誌の保管場所 ､ 文献複写の 申

込み方法を説明 した ｡

③ 冊子体の雑誌記事索引の使い 方を ､ 雑誌 の 目次､

雑誌記事索引の 索引 ペ
ー ジ､ 記述 ペ

ー ジな どを示

しながら説明した ｡
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(彰 コ ン ピ ュ ー タ に よる検索の
一

般的な注意点､ 前

方
一

致等や文字の種額の違い ( 全角一半角､ 日本

語一英語) の 説明｡

(9 新潟大学 に ある雑誌記事索引や C D - H I A S K

( 朝 日新聞の全文記事情報) の C D - R O M の 画面

を示 しながら､ 検索の 流れを説明した ｡

⑥ 新聞の保管状況と新聞記事検索 ツ ー ル を紹介｡

第1 1 回 新聞記事検索 (演習)

附属図書館 2 階 マ ル チ メ デ ィ ア コ
ー ナ ー

付近におい

て ､ 学生を 3 グ ル ー プ に分け､ 各25 分程度の ロ
ー

テ
-

シ ョ ソ で 以下 の演習を行 っ た｡

(丑 雑誌記事索引累積索引版等の 冊子体 二次資料を

使 っ て 雑誌記事を探す｡

(卦 雑誌記事索引C D - R O M 版を使 っ て 雑誌記事を

探す ｡

③ C D - H I A S K (朝 日新聞全文記事デ ー タ ベ ー

ス)

を使 っ て新聞記事を探す｡

欠席者が多か っ たため 1 グ ル ー プ10 人程度とな っ た ｡

それぞれに職員 1 人が付き､ まず簡単な説明を行 っ た

後､ 各自 の課題に つ い て 実際に検索を行わせ た ｡ 行 き

詰ま っ た時は職員が助言を行 っ て い る ｡ ほとん どの 学

生は特に問題なく検索で きて い た が ､ 十分な検索結果

を得るには時間が足りなか っ た ように思われる｡ (参 ･

③に つ い て は ､ 出版業者か ら借用 した サ ソ プ ル 版 の

C D - R O M に よ り､ 各 々 6 台の パ ソ コ ン を用意 したが ､

台数不足で あ っ た ｡ 来年度は 1 人 1 台 の 環境で行えれ

ばと考え て い る｡

第1 2 回 資料の整理 ( 演習)

こ の授業で は ､ こ れま で の 実習を踏まえ ､ 学生が授

業終了後提出する レ ポ
- 卜の 内容 ･ 形式に つ い て講義

した｡

学生は授業時間や授業外の 実習時間で ､ 書籍 ･ 雑誌

に関する情報検索実習を行 っ て きた ｡ こ の 実習作業の

全体像を レ ポ - 卜 に記すように以下の 事項を説明した ｡

① 各自の検索テ ー

マ の もと ､ 検索項目を設定 した

が ､ 検索を実行す る過程で 項目を変更した場合に

は ､ そ の判断の理由 ･ 根拠を明記する こと｡

(卦 検索手順がは っ きりわか るように ､ フ ロ ー チ ャ
ー

卜式 で レ ポ
ー トを作成する こと ｡

③ 検索項目ごとに ､ 検索件数を明記 し､ そ の 中 で

自己の テ
ー

マ に適合した書籍 ･ 雑誌論文に つ い て

述 べ る ｡

④ 検索作業全体に つ い て ､ 自己評価を行い ､ 今後

の 課題に つ い て述 べ る ｡

⑤ 講義全体に つ い て の 感想 ､ 今後改善す べ き点に

つ い て述 べ る｡

以上 ､ 5 点 を レ ポ
ー

トに 明記するように指導 した ｡

授業の 後半は ､ 各自が レ ポ
ー ト作成に向けた 自由な検

索実習の時間と した ｡

第13 回 イ ン タ
ー ネ ッ ト を覗く ( 演習)

イ ン タ ー ネ ッ ト ･ ブ ラ ウ ザ N e t s c a p e N a v i g a t o r の

基本的な使用方法 ､ イ ン タ ー ネ ッ トを通 じ て公開され

て い る日本国内の大学図書館の O P A C の 情報検索方法､

そ の他日本の 公共図書館 ･

海外 の 図書館などの ア ク セ

ス 方法な どの 実習を行 っ た ｡ ま た ､ サ ー チ エ ン ジ ン を

用い た w e b の 検索の 仕方も実習 した ｡

大学図書館 O P A C の ア ク セ ス に は ブ ラ ウザに よる場

合と t el n et に よ る場合 とが あ るが ､ 後者に つ い て は

時間が ない ため割愛された ｡

第14 回 総合演習 2 ( 演習 ･ ま とめ ･ ア ン ケ ー ト)

各学生が設定 したテ
ー マ に沿 っ て文献検索を行わせ ､

そ の 成果を レ ポ
ー ト で提出させ ､ そ れによ っ て成績の

評価を行 っ た ｡

4 - 授業の評価

(1) 学生による評価

授業の 最終日に ､ 大学教育開発研究セ ン タ
ー が ｢ 授

業改善の ため の ア ン ケ ー ト調査+ を行 っ た ｡ そ の結果

に基い て学生による授業の評価を要約すると概ね 以下

の ごとく好評で あ っ た ｡

(丑 ほとん どが計算機に興味をもつ か必要性を感 じ

て い る学生が受講 し､ 授業の 難易度も普通もしく

は易しい と感 じ､ 大部分が有益で あ っ た と答えた ｡

② 有益だ っ た部分は､ 計算機の操作手順 ､ プ ロ グ

ラ ム の使い方などを習得 した点で あ っ たと答えた ｡
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③ 教員が熱意をも っ て授業に当 っ た ことな どが高

く評価されて おり､ 指導する教員 ( 図書館職員を

含む) の数にも現状のまま で良い と の 答が多か っ

た ｡

④ 将来とも計算機の操作を習得するため の形態 と

し て現在の ような教養科目と して 実習 して欲 しい

との 希望が多か っ た ｡. イ
ン タ

ー

ネ ッ ト に つ い て も

今後使 っ て みた い と い う希望が多か っ た｡

(動 こ の授業の た めに ､ 毎週木曜日の16 : 0 0 - 1 8 : 00

の 時間帯に こ の マ ル チ メ デ ィ ア教室 ( D - 30 8) が

開放され大学院の 学生が
一

人配置されるな ど配慮

されたが ､ そ の使用状況は 6 割位の学生が使用 し

た｡ 使用 しなか っ た学生は講義か ア ル バ イ ト等が

重複 して い る老が多か っ た ｡

⑥ 9 割近くの 学生が講義以外で も附属図書館の

o p A C を利用 した こ とが ア ソ ケ
- ト調査か らも判

明 して おり､ こ の授業の 成果は良好であ っ た ｡

(2) 図書館職員による こ の 授業の評価

良か っ た点を挙げると以下の ごとくで ある｡

① 図書館職員も講義をする機会を与えられ貴重な

体験とな っ た ｡

② 受講者の使用する パ ソ コ ン の画面に ､ 受講者の

操作する パ ソ コ ソ の 画面が表示 できるだけ で なく ､

講師 の操作により ､ 講師 の操作す る
パ ソ コ ソ 画面

をも表示で きる設備は ､ 講義を進め る上 で特に便

利で あ っ た ｡

③ 学生にと っ て ､ メ
ー

ル を使え るというの は大き

な魅力の ようだ っ た ｡ パ ス ワ
ー ドに つ い て ､ 卯 田

教官の わか りやすく､ ポイ ン トを得た説明は好評

で あ っ た ｡

④ 学生が割りと積極的だ っ た の で あまり手が かか

らなか っ た｡ 全体と して はま じめに聴い て もらえ

た ようで ある ｡

⑤ ビデオを使 っ て ､ 学生をうまく導入 して い た10

コ マ 目の 雑誌情報検索の 演習は良か っ た｡ こ の よ

うな授業方法を検討 して い く べ き で ある｡

反省点や問題点を羅列すると以下の とおり で あ る｡

① 図書館利用法の 習得とい う点に限れば､ 半年か
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け てぽ つ りぽ つ りと実習す る方式は ､ あまり効率

的とは思えない ｡

学生に切迫感が ない ､ レ ベ ル がまちまち ､ 関心

の ある分野もそれぞ れ違うとい うの で は ､ 当然の

こ と で はあるが ｡

② 実際に論文に取 り組ん で い る (ある い は取 り組

もうと し て い る) 3 ･ 4 年生に関 して は ､ 参考調

査係が行 っ て い る ｢ 資料の探 し方ガイ ダ ソ ス+ に

よ っ て 基本を理解 した後に ､ 実際 の テ
ー

マ に沿 っ

て個別対応する ことと し､ 2 年生を対象とする演

習と して は ､ あ る程度広く浅くとい う方向を取ら

ざるを得ない 思う｡

③ 自分で パ ソ コ ン を持 っ て い て ､ 自宅か ら検索も

できる環境に あるとい う学生が ､ 実習に は欠席 し

て レポ ー トを作 っ て きたという例があ っ た ｡ こ う

い う学生な ら何もこ の 科目を受講する必 要はない

と思われる｡ ひ と つ の 考え方と し て ､ 4 年生は対

象外として ､ 2 年生および人数に余裕があれば 3

年生も受け付けると い う方向に絞 っ た ほうが本来

の 目的に合 っ て い る の で はな い か ｡

④ c D - R O M を使 っ た雑誌
･

新聞の 情報検索で は ､

学生数に対 して ､ 使用 で きる パ ソ コ ン の 台数が少

なくて ､ 学生に は気の 毒で あ っ た｡

2 人 に 1 台 の割合とい うような場合には ､ 学生

が 自主的に コ ソ ビを作 っ てくれるとは限らない か

ら担当者が学生の 組合わせ を指定するか ､ あ るい

は C D - R O M の 検索に 関し て は パ ソ コ ソ の 台数と

同じ人数だけを時間を決めて 割り当て て ､ そ の間

他の 学生は ､ 冊子体の 目録の 検索実習を行うとい

う工夫が必要である｡

⑤ o p A C を使 っ た 図書の 検索に関して は ､ 30 台程

度で も レ ス ポ ソ ス が余りに遅い の で ､ か なり工夫

が必要で ある｡

ヒ ッ ト件数が 多すぎるた めに検索語と して は い

けない 単語をリ ス ト ア ッ プ して ､ 学生に配布する

必要があるように思われる｡

ま た ､ 他大学の デ
ー タ ベ ー

ス を検索させ るとす

れば､ 担当者と して も､ 適当な大学を予め選択 し

て おい て ､ 慣れて おくくらい の こ とは必 要と思わ

れる ｡



⑥ 図書館職員は こ の講義の テ キ ス トを編集する こ

とに より､ 詳細な図書館利用 ガイ ドを作成する こ

とが で きると思う ( 現在なし) ｡

⑦ 学生は実際に役立 つ 授業を求め て い る の で は な

い か ｡

演習を中心 に した C D - R O M の 時間が もう 1 時

間位 あ っ て もよい 気がす る｡

雑誌 ･ 新聞以外にも図書館には有用なC D - R O M

が 多く所在す る｡

⑧ ⑦とも関係す るが ､ こ の 講義の前段階におい て

学生は早くパ ソ コ ソ に さわりたが っ て い るようで

ある｡ 1 コ マ と 2 コ マ は統合 して もよい と思われ

る｡

⑨ 図書館の O P A C に つ い て は ､ か なり の学生がす

でに なれて おり ､ あまり新鮮さの な い表情で きて

い た学生が多くい た｡ カ
ー ド目録 ､ 冊子休日録も

しかりで ､ 図書情報検索に つ い て は ､ 工夫が必要

で はない かと感 じた ｡

⑲ 全体的に初年度で仕方ない こ とと思うが ､ 検討

準備が不十分と感 じられ る ｡ ど の ような90 分 にす

るか担当者で詰め ､ 全体 で模擬授業を して み る位

の準備が必要で あり､ 2 年 目は ､ 皆 で9 0 分の 内容

をどう高め て いくかが課題だ と思う｡

⑪ コ マ 数不足や ､ ｢ 情報検索とそ の 活用+ の タイ

ト ル か らも､ 計算機の 使用に関す る内容は ､ こ の

講義とは切り離 した方が良い ように感じられた ｡

講義内容の うち､ 図書館利用の ノ ウ - ワの よう

な内容に つ い て は ､ 受講者 ( 一

部 の学生) だ 桝 こ

行うの は どうかと思う｡

全 て の 学生に対する講義で な い ならば､ 図書館

は ､ 講師 と して 参加する形態で は なく ､ ｢ 図書館

利用の 手引+ の ような刊行物を作成 し､ 全 入学生

に配布する努力や ､ ガ イ ダ ン ス を強化す べ きと感

じた ｡

⑫ イ ソ タ -

ネ ッ トをどれ位み て い るかに つ い て は

個人差が大きい という感 じを受けた｡ ア ン ケ ー ト

で ､ イ ソ タ
- ネ ッ トをどの ように使 っ て い るか聞

い て み ると参考になると思う｡

イ ソ タ - ネ ッ ト上 の 図書館情報 に つ い て は ､

O P A C に 限らず様 々 な情報サ ー ビ ス が行われ始め

て い る｡ こ の 演習の 時間をそ の ような幅を持 っ た

内容の もの に展開 して い ければ､ なお良くなるで

あろうと思われる｡

⑲ パ ソ コ ン の 操作に つ い て は個人差が大きい とい

う こ とがわか っ た ｡ 初 め て パ ソ コ ン に触れる学生

もい るの で ､ ア ン ケ
ー ト結果をよくみ て おく べ き

で ある ｡

5 . おぁりに

イギ リ ス ､ ケ ン ブ リ ッ ジの カ レ ッ ジにおけ る授業の

中心は ､ ス
ー パ ー ヴ ィ ジ ョ ン と呼ばれる個人授業で あ

り ､ 最も賛沢な授業方法で ある ｡ 日本 の 大学の ように

大人数の 授業はイ ギリ ス で は評価が低く ､ そ の ような

授業を行 っ て い る大学の 評価も低い と聞く ｡ そ の意味

で本講義は､ 数人の図書館職員が常時参画して コ ン ピ ュ ー

タ の 操作を学生
一

人
一

人に懇切丁 寧に指導 して おり､

学生からの評価が高か っ た所以で あろう｡ 参加 した図

書館職員か らは色 々 と前述 した ような反省点や 問題点

も提出された が ､ こ の授業は次年度も続けるこ とが決

ま っ て い る｡ 今後は前も っ て テ キ ス トを作るなど して ､

方向性と目的を改善して成果を授業に参加 できなか っ

た学生にも役立 て て 貰い た い と願うもの で ある｡
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